
(57)【要約】

【課題】制御対象の周波数特性を求めるには専用の測定

器等が必要であり、掃引周波数や速度信号による適当な

加振条件の設定が困難、測定結果の解析処理が複雑、測

定結果に応じた適切なフィルタの設定が困難等、の問題

がある。

【解決手段】制御系の振動を検出する手段と、振動振幅

の山、谷、山と計測して振動周波数を測定する手段とを

備え、所定の大きさのステップ状の模擬外乱トルクで繰

り返し加振し、加振ごとに制御ゲインを上げていく処理

を、所定の振動検出レベルになる迄繰り返し行ない、前

記振動検出レベルの到達を検出した時に、前記振動周波

数測定手段で振動周波数を測定し、前記振動周波数で振

動抑制フィルタの周波数を設定する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
サ ー ボ モ ー タ を 駆 動 す る サ ー ボ 制 御 装 置 に お い て 、
制 御 系 の 振 動 振 幅 よ り 振 動 を 検 出 す る 振 動 検 出 手 段 と 、 振 動 振 幅 の 山 、 谷 、 山 と 計 測 し て
振 動 周 波 数 を 測 定 す る 手 段 を 備 え 、 機 械 等 の 振 動 を 発 生 す る 状 況 を 作 る 為 に 振 動 が 発 生 す
る 迄 制 御 ゲ イ ン を 上 げ た と こ ろ で 、 あ る レ ベ ル の 振 動 を 与 え る よ う な ス テ ッ プ 状 の 模 擬 外
乱 ト ル ク を ト ル ク 指 令 に 加 え る 加 振 手 段 を 持 ち 、 加 振 の 大 き さ を 調 整 し 加 振 し 前 記 振 動 検
出 手 段 で 振 動 検 出 を 行 い 、 振 動 を 検 出 す る ま で 前 記 の 制 御 ゲ イ ン を 上 げ 模 擬 外 乱 ト ル ク を
加 え る 処 理 を あ る 振 動 レ ベ ル に な る 迄 繰 り 返 し 、 前 記 振 動 検 出 手 段 が 振 動 を 検 出 し た 時 に
、 前 記 振 動 周 波 数 測 定 手 段 で 振 動 周 波 数 を 測 定 し 、 前 記 振 動 周 波 数 で 振 動 抑 制 フ ィ ル タ の
周 波 数 を 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 振 動 抑 制 フ ィ ル タ の 自 動 設 定 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 振 動 抑 制 フ ィ ル タ の 自 動 設 定 方 法 に お い て 、
前 記 振 動 検 出 手 段 が 振 動 を 検 出 し た 振 動 周 波 数 が 制 御 能 力 で 決 ま る 周 波 数 帯 域 以 上 で は 、
振 動 周 波 数 近 傍 を 遮 断 す る よ う な フ ィ ル タ を 選 択 し 振 動 周 波 数 が 制 御 能 力 で 決 ま る 周 波 数
帯 域 以 内 で は 、 振 動 周 波 数 以 上 を 遮 断 す る よ う な フ ィ ル タ を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 振
動 抑 制 フ ィ ル タ の 自 動 設 定 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 振 動 抑 制 フ ィ ル タ の 自 動 設 定 方 法 に お い て 、
前 記 振 動 検 出 手 段 が 振 動 を 検 出 し た 時 に 機 械 の 振 動 を 抑 え る た め 制 御 ゲ イ ン を 下 げ る 等 す
る こ と を 特 徴 と す る 振 動 抑 制 フ ィ ル タ の 自 動 設 定 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
サ ー ボ モ ー タ を 駆 動 す る サ ー ボ 制 御 装 置 に お い て 、
制 御 系 の 振 動 振 幅 よ り 振 動 を 検 出 す る 振 動 検 出 手 段 と 振 動 振 幅 の 山 、 谷 、 山 と 計 測 し て 振
動 周 波 数 を 測 定 す る 手 段 を 備 え 、 通 常 運 転 中 振 動 が 発 生 し た 時 に あ る 振 動 レ ベ ル を 超 え た
場 合 振 動 と 検 出 し 、 前 記 振 動 検 出 手 段 が 振 動 を 検 出 し た 時 に 、 前 記 振 動 周 波 数 測 定 手 段 で
振 動 周 波 数 を 測 定 し 、 前 記 振 動 周 波 数 で 振 動 抑 制 フ ィ ル タ の 周 波 数 を 設 定 す る こ と を 特 徴
と す る 振 動 抑 制 フ ィ ル タ の 自 動 設 定 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は サ ー ボ モ ー タ を 駆 動 す る サ ー ボ 制 御 装 置 に お い て 、 機 械 等 を 加 振 手 段 に よ り 計 測
で き る よ う な 振 動 状 況 を 作 り 上 げ 振 動 さ せ て 、 或 い は 振 動 す る 状 況 で 振 動 を 検 出 し た 時 に
、 そ の 振 動 振 幅 を 山 、 谷 、 山 と 時 間 を 計 測 し て そ の 周 波 数 を 得 て 、 そ の 時 定 数 分 の フ ィ ル
タ を 決 定 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 図 ８ の よ う に サ ー ボ の 指 令 入 力 （ 例 え ば 速 度 指 令 ） に 周 波 数 解 析 装 置 （ あ る い は Ｆ
Ｆ Ｔ 解 析 装 置 ） の 信 号 出 力 を 接 続 し 、 サ ー ボ の 検 出 出 力 （ 例 え ば モ ー タ 速 度 ） を 周 波 数 解
析 装 置 に 入 力 す る 。
周 波 数 解 析 装 置 は 周 波 数 を 掃 引 し た 信 号 を サ ー ボ へ 出 力 し 、 サ ー ボ で 駆 動 さ れ た モ ー タ の
速 度 波 形 を Ｆ Ｆ Ｔ 解 析 し 、 振 動 の 周 波 数 を 求 め る 。 あ る い は 、 掃 引 波 形 と モ ー タ 速 度 波 形
の Ｆ Ｆ Ｔ 解 析 結 果 か ら サ ー ボ 系 の 周 波 数 特 性 を 求 め 、 振 動 周 波 数 を 特 定 す る 。
こ の よ う に し て 求 め た 、 振 動 周 波 数 か ら 、 共 振 す る 周 波 数 を 遮 断 す る よ う な 振 動 抑 制 フ ィ
ル タ （ 例 え ば 、 ノ ッ チ フ ィ ル タ や 低 域 通 過 フ ィ ル タ 等 ） の パ ラ メ ー タ を 設 定 し て い た 。
例 え ば 、 図 ６ （ ｉ ） の グ ラ フ か ら 共 振 周 波 数 ｆ ０ を 求 め 、 フ ィ ル タ の 遮 断 周 波 数 を ｆ ０ に
合 わ せ て 、 図 ６ （ ｉ ｉ ） の よ う に す る 。
ま た 、 特 開 平 ０ ５ － ３ ４ ６ ８ １ ３ 号 公 報 の よ う に 振 幅 一 定 で 周 波 数 を 変 化 さ せ た 信 号 を サ
ー ボ へ 加 え 、 モ ー タ 速 度 信 号 あ る い は 機 械 の 可 動 テ ー ブ ル の 位 置 信 号 等 を 周 波 数 分 析 し 、
共 振 す る 周 波 数 を 求 め 、 こ れ を カ ッ ト す る よ う に フ ィ ル タ の パ ラ メ ー タ を 決 め て い た 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 従 来 の 技 術 で は 、 周 波 数 特 性 を 求 め る た め に 、 専 用 の 測 定 器 等 が 必 要 で 周 波 数 掃
引 す る 周 波 数 、 速 度 信 号 を 用 い 適 当 な 振 幅 等 の 適 す る 条 件 を 人 が 設 定 す る 必 要 が あ り 、 例
え ば 条 件 設 定 を 間 違 え て 信 号 が 小 さ い 場 合 正 し く 測 定 で き ず 、 信 号 が 大 き い と 大 き な 共 振
が 発 生 し て 機 械 を 壊 す 等 の 可 能 性 が あ っ た 。
ま た そ の 結 果 の Ｆ Ｆ Ｔ 解 析 を す る の は 処 理 が 大 変 な の と 、 測 定 し た デ ー タ に 幾 つ か ピ ー ク
が あ る 場 合 必 要 な も の を 抽 出 す る 必 要 が あ っ た 。 　 更 に そ の 振 動 の 周 波 数 よ り ど の よ う な
フ ィ ル タ が 必 要 か 人 が 選 択 し て そ の 周 波 数 の 逆 数 の 時 定 数 分 の フ ィ ル タ を サ ー ボ に 設 定 し
な け れ ば な ら ず 、 到 底 自 動 で で き な か っ た 。
周 波 数 特 性 の 測 定 で は 計 測 器 が 機 械 的 に 周 波 数 掃 引 を 行 う の で 、 １ 度 振 動 す る と 非 常 停 止
す る 迄 マ シ ン が 振 動 し 続 け る 問 題 も あ っ た 。 ま た そ の 場 合 マ シ ン の 振 動 状 態 は 直 ぐ に 収 ま
ら な い の で 、 暫 く 続 く 可 能 性 が あ っ た 。
そ こ で 本 案 は 、 特 別 な 処 理 の 必 要 と し な い 簡 単 な 方 法 で 、 か つ 機 械 の 振 動 を 極 力 抑 え た 安
全 な 方 法 で 制 御 装 置 が 自 動 的 に 振 動 周 波 数 を 検 出 し て 、 ど の よ う な フ ィ ル タ が 必 要 か を 判
断 し て フ ィ ル タ を 設 定 す る こ と 等 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 機 械 等 の 振 動 を 発 生 す る 状 況 を 作 る 為 に 振 動 が 発 生 す る 迄 サ ー
ボ の 制 御 ゲ イ ン を 上 げ た と こ ろ で 、 あ る レ ベ ル の 振 動 を 与 え る よ う な ス テ ッ プ 状 の 模 擬 外
乱 ト ル ク を ト ル ク 指 令 に 加 え て 振 動 さ せ る 或 い は 通 常 運 転 中 振 動 検 出 手 段 で あ る 振 動 レ ベ
ル を 超 え た 場 合 振 動 を 検 出 す る 。 そ の 振 動 振 幅 の 最 大 、 最 小 、 最 大 と ピ ー ク を 計 測 し て 周
波 数 を 測 定 す る 。 振 動 さ せ る 場 合 、 加 振 の 大 き さ を 調 整 し 加 振 し 前 記 振 動 検 出 手 段 で 振 動
検 出 を 行 い 、 振 動 を 検 出 す る ま で 前 記 の 制 御 ゲ イ ン を 上 げ 模 擬 外 乱 ト ル ク を 加 え る 処 理 を
あ る 振 動 レ ベ ル に な る 迄 繰 り 返 し 、 或 い は 通 常 運 転 中 振 動 が 発 生 し た 時 に あ る 振 動 レ ベ ル
を 超 え た 場 合 振 動 と 検 出 し 、 前 記 振 動 検 出 手 段 が 振 動 を 検 出 し た 時 に 、 前 記 振 動 周 波 数 測
定 手 段 で 振 動 周 波 数 を 測 定 し 、 前 記 振 動 周 波 数 で そ の 周 波 数 以 上 又 は そ の 近 傍 を カ ッ ト す
る よ う に 帯 域 の フ ィ ル タ を 振 動 周 波 数 及 び 制 御 能 力 よ り 選 択 す る 。 振 動 を 検 出 し た 場 合 、
模 擬 外 乱 ト ル ク を ト ル ク 指 令 に 加 え る 動 作 は 終 了 し 上 げ て い た 制 御 ゲ イ ン は 下 げ 、 機 械 の
振 動 を 抑 え る 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 手 段 に よ り 、 簡 単 な 方 法 で 設 定 で き 、 振 動 す る 制 御 ゲ イ ン を 調 整 す る の で こ れ 以 上 ゲ
イ ン を 上 げ て は い け な い 、 な る べ く 振 動 さ せ た く な い 測 定 等 に 使 用 で き る 。 ま た サ ー ボ 制
御 装 置 単 体 で 機 械 の 特 性 や 制 御 能 力 に 応 じ て 判 断 し て 自 動 的 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 具 体 的 実 施 例 を 図 １ に 示 し て 説 明 す る 。
図 １ に お い て は １ は 振 動 周 波 数 測 定 手 段 、 ２ は マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 、 ３ は 電 流 ア ン プ 、
４ は ヘ ゛ ー ス ド ラ イ ブ 回 路 、 ５ は パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ モ ジ ュ ー ル 、 ６ は モ ー タ 、 ７ は エ ン
コ ー ダ 、 ８ は 負 荷 、 ９ は 振 動 検 出 回 路 で あ る 。
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 回 路 に お い て 、 そ の 動 作 を 図 ２ の 制 御 ブ ロ ッ ク 図 及 び 図 ７ の 概 略
フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。
ま ず マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ２ は 位 置 や 速 度 と い っ た 指 令 を 外 部 の コ ン ト ロ ー ラ 等 か ら 受 取
る 。 そ し て 例 え ば 速 度 指 令 の 場 合 は 速 度 制 御 を 行 い 、 そ の 出 力 の 電 流 指 令 で 電 流 制 御 を 行
い 、 ベ ー ス ド ラ イ ブ 駆 動 回 路 ４ を 通 し て パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ ５ を 駆 動 し て モ ー タ を 制 御 す
る 。
こ こ で マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ２ は 、 通 常 の 制 御 以 外 に 、 図 ２ の ブ ロ ッ ク に 関 し て 、 下 記 の
制 御 処 理 を 実 行 す る 。
ま ず 最 初 に 位 置 ル ー プ や 速 度 ル ー プ と い っ た 制 御 系 の ゲ イ ン を 低 ゲ イ ン と し て お き 、 図 ３
の よ う に 通 常 運 転 、 或 い は 運 転 し て 機 械 特 有 の 運 転 時 の 振 動 レ ベ ル を 検 出 す る 。 こ の 図 で
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は 通 常 運 転 で の ト ル ク の 振 動 振 幅 の 最 大 値 を 検 出 し て い る 。 　 図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処
理 １ を 行 う 。
次 に 位 置 ル ー プ や 速 度 ル ー プ と い っ た 制 御 系 の ゲ イ ン を 低 ゲ イ ン と し て お き 、 図 ２ の 制 御
ブ ロ ッ ク 図 の ト ル ク 指 令 τ ｒ ｅ ｆ に 模 擬 外 乱 ト ル ク を ス テ ッ プ 状 に 加 え て 、 位 置 偏 差 あ る
い は 速 度 等 の 応 答 を あ る レ ベ ル 以 上 あ る こ と を 確 認 す る 。
図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト の ２ か ら ３ の 処 理 を 行 う 。 こ こ で 、 あ る レ ベ ル 以 上 の 応 答 が な け れ
ば 、 加 え た 模 擬 外 乱 ト ル ク が 機 械 負 荷 を 超 え ら れ な か っ た と 考 え 、 模 擬 外 乱 ト ル ク を 大 き
く す る 。
あ ら か じ め 定 め た レ ベ ル ま で 、 応 答 が 大 き く な る よ う に 模 擬 外 乱 ト ル ク を 大 き く す る 。 こ
の 応 答 の レ ベ ル は 前 記 図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 １ の よ う に 例 え ば 通 常 の 運 転 中 の 振 動
振 幅 の 最 大 値 を ２ 倍 等 に す る 。
そ し て 模 擬 外 乱 ト ル ク が あ る レ ベ ル ま で 大 き く し て も 応 答 が 大 き く な ら な い 場 合 、 応 答 の
検 出 レ ベ ル を 下 げ る 。
こ の よ う に し て 模 擬 外 乱 ト ル ク の 大 き さ と そ の 応 答 の 検 出 レ ベ ル を 調 整 す る 。
模 擬 外 乱 ト ル ク の 大 き さ を 決 め た 後 で 、 次 に 図 ４ に 示 す よ う な 時 間 タ イ ミ ン グ で 段 階 的 に
ゲ イ ン を 上 げ る 。
図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト ４ ～ ６ の 処 理 の よ う に ゲ イ ン を 上 げ た と こ ろ で 、 ト ル ク 指 令 に 模 擬
外 乱 ト ル ク を 加 え 振 動 検 出 回 路 ９ に て 、 振 動 を 確 認 す る 。 振 動 検 出 回 路 ９ は 図 ４ の よ う に
例 え ば ト ル ク 又 は 速 度 等 の 振 幅 を 振 動 検 出 レ ベ ル と 比 較 し 、 大 き い 場 合 振 動 と し て 検 出 す
る 。 振 動 レ ベ ル は 前 に 調 整 し た 応 答 レ ベ ル の １ ． ５ 倍 等 す る 。 振 動 の 発 生 は こ れ に 限 っ た
こ と で は な く 通 常 運 転 で マ シ ン が 振 動 し た 時 に 、 振 動 を 検 出 し て も 良 い 。
通 常 、 停 止 中 や 運 転 中 で は 制 御 ゲ イ ン を 上 げ て も マ シ ン は な か な か 発 振 等 は し な い 。 こ れ
は 負 荷 や 摩 擦 等 で そ れ 以 上 の 大 き な ト ル ク に よ る 外 乱 が か か ら な い と い け な い の と 多 く の
場 合 マ シ ン 自 体 が 振 動 を 抑 え る よ う に 働 く か ら で あ る 。 停 止 中 で は 弾 性 系 の も の が 負 荷 や
摩 擦 等 で 抑 え ら れ 、 走 行 中 で は 負 荷 、 摩 擦 や 運 動 の
慣 性 等 で 振 動 し よ う と す る ト ル ク が 抑 え ら れ る 。 但 し 、 抑 え ら れ る ト ル ク よ り 大 き な 外 乱
等 が 発 生 又 は 振 動 に よ り 発 生 す る と 発 振 す る 。 本 案 で は こ の 模 擬 外 乱 ト ル ク を マ シ ン の 振
動 を 与 え る よ う な レ ベ ル で 加 振 し て 外 す こ と に よ り ト リ ガ ー と し て 働 き 、 振 動 を 誘 発 さ せ
る も の で あ る 。 図 ５ は 実 際 の 機 械 で あ る 程 度 ゲ イ ン を 上 げ 、 模 擬 外 乱 ト ル ク を か け た 時 の
速 度 と ト ル ク の 応 答 波 形 で あ る 。 振 動 成 分 は あ る が 収 束 し て い る こ と が 分 か る 。 こ の 機 械
も 更 に ゲ イ ン を 上 げ 模 擬 外 乱 ト ル ク を か け て 外 す と 発 振 す る 。
模 擬 外 乱 ト ル ク を 加 え た 後 に あ る レ ベ ル を 超 え て 振 動 を 検 出 又 は 通 常 運 転 中 に 振 動 を 検 出
し た ら 、 振 動 周 波 数 測 定 手 段 １ に て 、 振 動 周 期 を 測 定 す る 。 例 え ば 、 図 ５ の よ う に 振 動 波
形 の 振 幅 の 最 小 値 か ら 次 の 最 小 値 ま で 、 あ る い は 最 大 値 か ら 次 の 最 大 値 ま で の 時 間 を 測 定
し 、 振 動 の 周 期 を 測 定 す る 。
測 定 精 度 を 向 上 す る た め に は 、 前 記 の 最 小 値 に つ い て の ｎ 周 期 分 の 時 間 を 測 定 し 、 ｎ 周 期
の 平 均 を 計 算 す る こ と に よ り 正 確 に 周 期 を 測 定 す れ ば 良 い 。 例 え ば 図 ５ の よ う に ２ 周 期 観
測 し て 平 均 の 周 期 Ｔ を 求 め 、 こ の 周 期 Ｔ の 逆 数 を 周 波 数 ｆ ０ と す る 。
次 に 図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト ６ の 処 理 で 振 動 検 出 回 路 ９ に て 振 動 を 検 出 す る と 図 ４ の よ う な
タ イ ミ ン グ で 模 擬 外 乱 ト ル ク を 加 え る の は 停 止 し 、 ゲ イ ン を 振 動 し な い レ ベ ル 迄 下 げ る （
例 え ば 、 振 動 し た ゲ イ ン の 半 分 あ る い は 、 最 初 に 設 定 し た 低 い ゲ イ ン 等 ） 。 あ る い は 、 確
実 に 振 動 を 止 め る た め 、 ト ル ク 指 令 を 絞 る か 、 位 置 偏 差 を 一 瞬 ゼ ロ に す る 。 図 ７ の フ ロ ー
チ ャ ー ト ７ の 処 理 を 行 う 。
測 定 し た 振 動 周 波 数 ｆ ０ を 、 振 動 抑 制 フ ィ ル タ 、 例 え ば ノ ッ チ フ ィ ル タ の ノ ッ チ 周 波 数 と
し て 設 定 す る と 、 例 え ば 、 図 ６ （ ｉ ） の よ う な 共 振 と 反 共 振 を 持 っ た マ シ ン の 周 波 数 応 答
を 図 ６ （ ｉ ｉ ） の よ う に 共 振 を 抑 え た 特 性 に 制 御 す る こ と が で き る 。 あ る い は ｆ ０ に よ っ
て 、 低 域 通 過 フ ィ ル タ の 遮 断 周 波 数 を 設 定 し て も 同 等 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 こ の 場
合 、 低 域 通 過 フ ィ ル タ の 遮 断 周 波 数 は 、 測 定 し た ｆ ０ の あ ら か じ め 設 定 し た 定 数 倍 と す れ
ば 良 い 。 図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト ８ の 処 理 の よ う に 振 動 周 波 数 が 制 御 能 力 で 決 ま る 周 波 数 よ
り 高 い 場 合 、 図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト ９ － １ の 処 理 の よ う に 周 波 数 近 傍 を 遮 断 す る よ う な 振
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動 抑 制 フ ィ ル タ 、 例 え ば ノ ッ チ フ ィ ル タ を 選 択 し 振 動 周 波 数 が 低 い 場 合 、 図 ７ の フ ロ ー チ
ャ ー ト ９ － ２ の 処 理 の よ う に 周 波 数 以 上 を 遮 断 す る よ う な 振 動 抑 制 フ ィ ル タ 、 例 え ば 低 域
通 過 フ ィ ル タ を 選 択 し フ ィ ル タ の 時 定 数 等 を 設 定 す る 。 制 御 能 力 で 決 ま る 周 波 数 は 例 え ば
４ ０ ０ Ｈ ｚ 程 度 迄 は 制 御 ゲ イ ン に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る の で 低 域 通 過 フ ィ ル タ 等 を 使
用 す る 等 の 理 由 で 、 制 御 能 力 等 に 応 じ て 決 め る 。
ま た 振 動 周 波 数 測 定 手 段 １ や 振 動 検 出 回 路 ９ は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ２ で 行 っ て も 良 い
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 単 な 方 法 で 機 械 の 特 性 や 制 御 能 力 に 応 じ て 判 断 し て
設 定 で き 、 振 動 す る 制 御 ゲ イ ン を 調 整 し 模 擬 外 乱 ト ル ク に よ る 加 振 と 振 動 検 出 手 段 が 独 立
に 持 っ て い る た め 振 動 の 検 出 で 、 即 制 御 ゲ イ ン を 下 げ る 等 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り
、 こ れ 以 上 ゲ イ ン を 上 げ て は い け な い 測 定 等 に 使 用 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 具 体 的 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 制 御 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 通 常 運 転 し た 時 の 速 度 指 令 、 速 度 、 ト ル ク の 波 形 と 振 動 レ ベ ル の 測 定 タ イ ミ ン グ
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ゲ イ ン を 上 げ て 振 動 を 発 生 及 び 振 動 発 生 時 の ゲ イ ン 低 下 、 振 動 周 波 数 測 定 タ イ ミ
ン グ 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 振 動 波 形 の 例 で あ る 。
【 図 ６ 】 マ シ ン の 周 波 数 特 性 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 案 の 振 動 抑 制 フ ィ ル タ を 設 定 す る 概 略 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 振 動 周 波 数 測 定 手 段
２ 　 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ
３ 　 電 流 ア ン プ
４ 　 ヘ ゛ ー ス ド ラ イ ブ 回 路
５ 　 パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ モ ジ ュ ー ル
６ 　 モ ー タ
７ 　 エ ン コ ー ダ
８ 　 負 荷
９ 　 振 動 検 出 回 路
１ １ 　 周 波 数 特 性 Ｆ Ｆ Ｔ 解 析 測 定 器
１ ２ 　 サ ー ボ 制 御 装 置
１ ３ 　 モ ー タ
１ ４ 　 エ ン コ ー ダ
１ ５ 　 負 荷

10

20

30

40

(5) JP 2004-86702 A 2004.3.18



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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